
 
人文書・歴史書 ご担当者 様 

有志舎の新刊です。2025年 9月下旬刊行  

 

明治維新史学会 編 
A5判・ハードカバー・232ページ 本体価格 5,000円 

 
巨大な社会変動に見舞われた幕末維新期の日本で人々はいかにして生きていったのか。予期せぬ変動に 

目を凝らす中から見えてくる新しい明治維新史像を提示。 

 

～版元から～ 明治維新は、当時を生きた人々にとって、相次ぐ予期せぬ変動とそれへの対応の連続でした。政治・経済はもとより、

社会の在り方や人間同士の結びつき方に至るまで、あらゆる変動が続くなかで、列島に住むほとんどの者が何らかの想定外の対応をと

ることを余儀なくされました。本書は、政治・社会における大きな変動に直面した様々な人々が、それにどのように対応し、激動期を

生きていったのかを描き出していきます。 
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